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運用報告書（全体版） 

米国株式プレミアム
キャリー戦略ファンド 

<愛称> プレミアム５ 

第１期（決算日 2024年12月23日） 
 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 
信 託 期 間 2023年12月21日から2033年12月16日まで 

運 用 方 針 

①「米国株式プレミアムキャリー戦略」のパ
フォーマンスを享受することで、信託財産の中
長期的な成長を目指します。 

②原則として、「米国株式プレミアムキャリー戦
略ファンド(適格機関投資家私募)」への投資比
率は、高位を維持することを基本とします。 

③実質組入外貨建資産については、原則として為
替ヘッジを行いません。 

主 要 投 資 
対 象 

米国株式プレミアム 
キャリー戦略ファンド 

「米国株式プレミアムキャ
リー戦略ファンド（適格機関投
資家私募）」および「ＳＯＭＰＯ
マネープールマザーファンド」 

米国株式プレミアム 
キャリー戦略ファンド 
（適格機関投資家私募） 

オンバランスではわが国の短
期公社債等を主要投資対象と
し、オフバランスでは担保付ス
ワップ取引（円建て）を主要取
引対象とします。 

Ｓ Ｏ Ｍ Ｐ Ｏ 
マネープール 
マザーファンド 

わが国の公社債等 

主 な 
組 入 制 限 

米国株式プレミアム 
キャリー戦略ファンド 

①投資信託証券への投資割合
には制限を設けません。 

②外貨建資産への実質投資割
合には制限を設けません。 

③デリバティブの直接利用は
行いません。 

④株式への直接投資は行いま
せん。 

米国株式プレミアム 
キャリー戦略ファンド 
（適格機関投資家私募） 

①デリバティブの使用はヘッ
ジ目的に限定しません。 

②外貨建資産（外国通貨表示の
有価証券、預金その他の資産
をいいます。）への直接投資
は行いません。 

③株式への直接投資は行いま
せん。 

Ｓ Ｏ Ｍ Ｐ Ｏ 
マネープール 
マザーファンド 

①株式への投資は、転換社債の
転換及び転換社債型新株予
約権付社債の新株予約権の
行使により取得したものに
限るものとし、投資割合は信
託財産の純資産総額の５％
以下とします。 

②外貨建資産への投資は行い
ません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配
を行います。 
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含
めた利子、配当収入と売買益（評価損益を含み
ます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、委託会社が基準価額水準等を
勘案して決定します。ただし、必ず分配を行う
ものではありません。 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド」

は、このたび第１期の決算を行いましたので、運用状

況をご報告申し上げます。 

今後とも引続きお引立て賜りますようお願い申し上

げます。 
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米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

2023年12月21日 10,000 － － － － 946 

１期(2024年12月23日) 9,998 0 △0.0 0.6 97.0 976 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 基準価額及び分配金は１万口当たり（以下同じ）。 

（注３） 債券組入比率はマザーファンドへの投資割合に応じて算出された当ファンドベースの組入比率。 

（注４） 投資信託証券組入比率は「米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド（適格機関投資家私募）」の組入比率。 

（注５） 当ファンドは、米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド（適格機関投資家私募）の投資比率を可能な限り高位に保ちますが、本投

資信託証券のコンセプトに適った指数等が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は記載しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ％ ％ 

2023年12月21日 10,000 － － － 

12月末 9,993 △0.1 － 91.4 

2024年１月末 9,991 △0.1 － 95.4 

２月末 9,990 △0.1 － 96.0 

３月末 9,993 △0.1 0.1 96.0 

４月末 10,015 0.2 0.6 97.5 

５月末 10,014 0.1 0.5 97.9 

６月末 10,014 0.1 0.5 97.7 

７月末 10,017 0.2 0.6 97.0 

８月末 9,994 △0.1 0.6 97.6 

９月末 10,024 0.2 0.6 98.4 

10月末 10,028 0.3 0.5 98.3 

11月末 10,038 0.4 0.6 97.0 

(期  末)     

2024年12月23日 9,998 △0.0 0.6 97.0 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は設定日比。 

（注２） 債券組入比率はマザーファンドへの投資割合に応じて算出された当ファンドベースの組入比率。 

（注３） 投資信託証券組入比率は「米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド（適格機関投資家私募）」の組入比率。 

（注４） 当ファンドは、米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド（適格機関投資家私募）の投資比率を可能な限り高位に保ちますが、本投

資信託証券のコンセプトに適った指数等が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は記載しておりません。 

 



基準価額の推移
（円） （百万円）
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純資産総額（右軸）

分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額（左軸）

( )分配金再投資
基準価額ベース ( )期中分配金

合計０円

設定日 第１期末騰落率

△0.0％ 9,998円10,000円
基準価額基準価額

● 分配金再投資基準価額の推移は、設定時の基準価額（10,000円）をもとに委託会社にて指数化したものを使用しており
ます。

● 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の
実質的なパフォーマンスを示すものです。

● 分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税
条件も異なります。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

● 当ファンドは、米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド（適格機関投資家私募）の投資比率を可能な限り高位に保ちます
が、本投資信託証券のコンセプトに適った指数等が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は記載しておりません。
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基準価額の主な変動要因

米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド

当期間の基準価額は概ね横ばいとなりました。主要投資対象である「米国株式プレミアムキャリー
戦略ファンド（適格機関投資家私募）」投資信託証券においては、2024年８月、12月の一時的な
株式市場下落局面で実質的に売却したプット・オプションが権利行使され損失が発生する局面もあり
ましたが、その他の月では権利行使はありませんでした。

● 本報告書では、ベビーファンド、マザーファンド及びマザーファンド以外のファンドを下記の様に統一して表記しています。

 ベビーファンド　  マザーファンド　  マザーファンド以外のファンド 基
準
価

米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド
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投資環境  

米国株式市場は上昇しました。
米国経済が好調さを維持するなか、企業業績も堅調に拡大し株式市場は上昇基調が続きました。
2024年８月上旬には雇用統計などの米国の経済指標が市場予想を下回ったことで景気後退懸念が
高まり一時的に急落する場面もありました。その後は、物価上昇スピードの鈍化から政策金利引き下
げ期待が高まったことや、生成AIの普及による業績への恩恵が大型テクノロジー銘柄を中心に期待
され、上昇基調が続きました。

当該投資信託のポートフォリオ

主に「米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド（適格機関投資家私募）」投資信託証券への投資
を通じて、わが国の短期公社債等を保有すると同時に、米国株式プレミアムキャリー戦略に連動した
円建ての担保付スワップ取引を通じて、満期が短いS&P500指数の上場プット・オプションの売却に
よるプレミアムを獲得するための投資を行いました。

米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド（適格機関投資家私募）

わが国の短期公社債等を保有すると同時に、米国株式プレミアムキャリー戦略に連動した円建て
の担保付スワップ取引を通じて、満期が短いS&P500指数の上場プット・オプションの売却によるプ
レミアムを獲得するための投資を行いました。

ＳＯＭＰＯマネープールマザーファンド

2024年３月までは、短期金融市場において国債の利回りがマイナスであったため、比較的マイナ
ス幅が小さいコール・ローン運用を中心に行いました。４月以降は、コール・ローンや、残存期間
１年未満の公社債を中心とした運用を行いました。

5 米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド 
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当該投資信託のベンチマークとの差異

当ファンドは、米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド（適格機関投資家私募）の投資比率を可
能な限り高位に保ちますが、本投資信託証券のコンセプトに適った指数等が存在しないため、ベン
チマークおよび参考指数は記載しておりません。

分配金

収益分配金については、基準価額の水準等を勘案し、次表の通りと致しました。なお、収益分配
に充てなかった収益は、信託財産に留保し、運用の基本方針に基づいて引き続き元本と同一の運用
を行います。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり・税引前）

項目
第１期

2023.12.21～2024.12.23

当期分配金 －

（対基準価額比率） －％

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 －

注１．「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額
です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

注２．円未満は切り捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税引前）に合致しない場合があります。

注３．当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの
収益率とは異なります。

中長期的な観点から、複利効果による資産の成長を目指すために分配を抑えるファンド
です。

6米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド 
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今後の運用方針

米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド

引き続き、「米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド（適格機関投資家私募）」投資信託証券の
組入比率を高位に保ち、信託財産の中長期的な成長を目指します。

米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド（適格機関投資家私募）

引き続き、わが国の短期公社債等を保有するとともに、米国株式プレミアムキャリー戦略に連動し
た円建ての担保付スワップ取引を通じて、実質的に満期が短いS&P500指数の上場プット・オプショ
ンの売却によるプレミアムの獲得により、投資信託財産の成長を目指して運用を行います。

ＳＯＭＰＯマネープールマザーファンド

安全性、流動性の高いコール・ローンや、残存期間１年未満の公社債を中心とした運用を行う方
針です。

7 米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド 
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１万口当たりの費用明細

項目
第１期

2023.12.21～2024.12.23 項目の概要
金額 比率

（a）信託報酬 116円 1.159％
（a） 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率（年率）×期中の日数年間の日数

期中の平均基準価額は10,009円です。

（投信会社） （ 46） （0.460） ファンドの運用の対価

（販売会社） （ 67） （0.665） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの
管理等の対価

（受託会社） （  3） （0.033） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

（b）その他費用 2 0.016 （b） その他費用＝ 期中のその他費用
期中の平均受益権口数

（監査費用） （  1） （0.014） 監査法人に支払うファンドの監査にかかる費用

（その他） （  0） （0.002） 信託事務の処理にかかるその他の費用等

合計 118 1.175
注１．期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要

の簡便法により算出した結果です。なお、その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、このファンドに対応するものを含みます。

注２．金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

注３．比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

注４．各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。
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（参考情報）
◯総経費率
期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券

取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経
費率（年率）は1.44％です。

総経費率
1.44%

当ファンド
1.17%
当ファンド
1.17%

投資先
ファンド
0.27%

投資先
ファンド
0.27%

運用管理費用
（投信会社）
0.46%

運用管理費用
（販売会社）
0.66%

運用管理費用
（受託会社）
0.03%

その他費用
0.02%

運用管理費用
0.16%

運用管理費用以外
0.11%

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 1.44

①当ファンドの費用の比率 1.17

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.16

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.11

注１．当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
注２．各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
注３．各比率は、年率換算した値です。
注４．投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
注５．当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
注６．当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
注７．上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは

異なります。
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米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド 

○売買及び取引の状況 (2023年12月21日～2024年12月23日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド（適格機関投資家私募） 1,041,165,427 1,041,110 104,793,984 105,750  

 
（注１） 金額は受渡代金。 

（注２） 単位未満は切捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＳＯＭＰＯマネープールマザーファンド 10,130 10,080 － － 

 
（注１） 単位未満は切捨て。 

（注２） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年12月21日～2024年12月23日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年12月21日～2024年12月23日) 

設定時 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

万円 万円 万円 万円  
1,000 － － 1,000 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2024年12月23日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 比 率 

 口 千円 ％ 

米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド（適格機関投資家私募） 936,371,443 947,420 97.0 

合 計 936,371,443 947,420 97.0 
 
（注） 単位未満は切捨て。 
  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

ＳＯＭＰＯマネープールマザーファンド 10,130 10,081 
 
（注１） 単位未満は切捨て。 

（注２） 当ファンドは、当期末において、直接投資をする株式及び新株予約権証券の組入れはありません。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年12月23日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 947,420 96.4 

ＳＯＭＰＯマネープールマザーファンド 10,081 1.0 

コール・ローン等、その他 25,215 2.6 

投資信託財産総額 982,716 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年12月23日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 982,716,681   

 コール・ローン等 25,214,904   

 投資信託受益証券(評価額) 947,420,626   

 ＳＯＭＰＯマネープールマザーファンド(評価額) 10,081,076   

 未収利息 75   

(B) 負債 6,075,383   

 未払信託報酬 6,018,995   

 その他未払費用 56,388   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 976,641,298   

 元本 976,814,450   

 次期繰越損益金 △    173,152   

(D) 受益権総口数 976,814,450口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,998円 
 

（注１） 信託財産に係る期首元本額946,193,271円、期中追加設定元本

額152,566,141円、期中一部解約元本額121,944,962円 

（注２） 期末における１口当たりの純資産総額0.9998円 

（注３） 期末における元本の欠損金額 173,152円 

○損益の状況 (2023年12月21日～2024年12月23日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 4,378   

 受取利息 8,230   

 支払利息 △     3,852   

(B) 有価証券売買損益 12,215,529   

 売買益 12,086,576   

 売買損 128,953   

(C) 信託報酬等 △12,328,047   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   108,140   

(E) 追加信託差損益金 △    65,012   

 (配当等相当額) (△        27)  

 (売買損益相当額) (△    64,985)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) △   173,152   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △   173,152   

 追加信託差損益金 △    65,012   

 (配当等相当額) (△        50)  

 (売買損益相当額) (△    64,962)  

 分配準備積立金 322   

 繰越損益金 △   108,462   
 

（注１） 有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注２） 信託報酬等には、消費税相当額を含めて表示しております。

（注３） 追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定をし

た価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

（注４）分配金の計算過程（2023年12月21日～2024年12月23日）は以下の通りです。 

項 目 
2023年12月21日～ 
2024年12月23日 

a. 配当等収益(費用控除後) 322円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 0円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 0円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 322円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 0円 

g. 分配金 0円 
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＜参考情報＞組入れ投資信託証券の内容 

■主要投資対象の投資信託証券の概要 
名称 米国株式プレミアムキャリー戦略ファンド（適格機関投資家私募） 
形態 国内籍私募投資信託（円建て） 

運用の基本方針 

①スワップ取引への投資を通じて、ソシエテ・ジェネラルが提供する米国株式プレミアム
キャリー戦略のパフォーマンスに連動する投資成果を目指します。 

②米国株式プレミアムキャリー戦略は、Ｓ＆Ｐ500指数の上場プット・オプションを売却
し、安定したオプション・プレミアムの獲得を目指します。売却するプット・オプショ
ンの満期は１～５営業日までの超短期で、権利行使価格はマーケット環境に応じて設定
します。投資効率を高めるため、米国株式プレミアムキャリー戦略で用いられるオプ
ションの想定元本は、おおむね純資産総額の２倍となります。 

③原則として、当ファンドの信託財産の純資産総額に対する参照戦略のエクスポージャー
を高位に保ちます。 

④主としてわが国の短期公社債等を中心に投資を行い、コール・ローン等にも投資を行い
ます。 

⑤市場動向や当ファンドの資金事情等によっては、上記のような運用ができない場合があ
ります。 

主な投資制限 

①デリバティブの使用はヘッジ目的に限定しません。 
②外貨建資産（外国通貨表示の有価証券、預金その他の資産をいいます。）への直接投資

は行いません。 
③株式への直接投資は行いません。 

決算日 原則、毎年12月10日（休業日の場合は翌営業日） 
信託財産留保額 解約請求受付日の翌営業日の基準価額に0.3％を乗じた額 

信託報酬等 

純資産総額に対して年率0.165％（税抜0.15％） 
※上記のほか、以下の費用がかかります。 
 
① 組入有価証券等の売買に要する費用および保管費用等、資金の借入れを行った場合の当該

借入金の利息、投資信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する費用等ならびに受託
者の立て替えた立替金の利息は、受益者の負担とし、投資信託財産中から支弁します。 

 
②前記①の費用等に加え、以下に掲げる費用は受益者の負担とし、投資信託財産中から支

弁することができます。 
１．投資信託振替制度に係る費用 
２．投資信託約款および運用報告書等の作成、印刷、交付等に要する費用 
３．この信託の受益者に対して行う公告に要する費用ならびに投資信託約款の変更または

投資信託契約の解約に係る事項を記載した書面の作成、届出等に要する費用 
４．この信託の設定および運営・管理に関し、特定資産の価格調査、法務・税務等につき

要する費用 
５．店頭デリバティブ取引等に係る担保管理等に要する費用 
６．投資信託財産の財務諸表の監査に要する費用 
なお、前記１．から６．に掲げる費用を総称して以下「諸費用」といいます。 
 
「諸費用」に関しては、投資信託財産の純資産総額に年0.110％（税抜0.10％）を乗じて得
た額を上限とします。（本費用については、投資信託財産の規模などを考慮し、信託の設
定時または期中に、上限、固定率または固定金額を合理的に計算された範囲内で変更する
ことが出来るものです。） 
 
参照戦略指数に係る費用 
当ファンドで活用するスワップ取引では、間接的に参照戦略における戦略複製コストおよ
び執行コスト等を負担することになります。ただし、当該コストは運用状況により変動す
るものであり、事前に上限等を表示することはできません。 

申込・解約手数料 ありません。 
委託会社 ソシエテ・ジェネラル・オスマン・マネジメント株式会社 

※ 当ファンドが主要投資対象とする投資信託証券の名称及びその運用会社の名称等は今後変更となる場合があります。 
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（ご参考）費用明細（2023年12月22日～2024年12月10日） 

項 目 比 率 

運用管理費用 0.17％ 

その他費用 0.11％ 

トータルエクスペンスレシオ 0.28％ 
 
※トータルエクスペンスレシオはソシエテ・ジェネラル・オスマン・

マネジメント株式会社から入手したものを掲載しています。 

※各比率は、年率換算した値です。 

 

組入上位10銘柄 基準日：2024年12月10日 

銘柄名 国 組入比率 

１ 第337回利付国債（10年） 日本 56.7％ 

２ 第1257回国庫短期証券 日本 32.4％ 

３ － － － 

４ － － － 

５ － － － 

６ － － － 

７ － － － 

８ － － － 

９ － － － 

10 － － － 

組入銘柄数 2銘柄 
 
注１．比率は純資産総額に対する評価額の割合です。 

注２．ソシエテ・ジェネラル・オスマン・マネジメント株式会社が作

成したデータを掲載しています。 
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